
自社で実績のある製品や
ソリューションを提供する体制

ライトウェルの情報システムグループ

では、社内のIT基盤やアプリケーション

を構築し運用するだけではなく、そこか

ら得られたノウハウや経験を高品質な顧

客サービスとして提供する体制を整えて

いる。その取り組みについて、業務室

総務部　情報システムグループ　グルー

プリーダー　渡邊哲氏は、次のように話す。

「自分たちが実際に使っているソフトや

ツールでなければ、お客様からのお問い

合わせがあったときに、きちんと説明が

できません。我々の提供するソリューショ

ンやシステムは、単に販売して終わりと

いうのではなく、運用後にしっかりと対

応できる体制を維持することが大切で

す。そのために、自社で利用している

VMware上でのLotus Notes/Domino

の可用性を高めるために、サイオステク

ノロジーのLifeKeeper(Windows版)を

採用しました。」

ライトウェルでは、社内の業務で

VMware上でのLotus Notes/Domino

を活用しているだけではなく、顧客への

Lotus Notes/Dominoの導入コンサル

ティングからインフラ構築やアプリケー

ション開発までの一貫したサービスも提

供している。そのサービスの質を高める

とともに、自社のシステムにおける冗

長化を実践するために、LifeKeeper

(Windows版)を選んだ。

WindowsでもLinuxでも共通
した運用ノウハウを活用できる
点を高く評価

業務室　総務部　情報システムグル

ープ 技師 名島裕麿氏は、LifeKeeper

を採用した理由と背景について、次の

ように語る。

「Lotus Notes/Dominoのバージョ

ン7.0.1とVMwareによるブレードサ

ーバーの組み合わせで、最適な冗長化

の方法を検討した結果、LifeKeeper

によるHAクラスターの構築が最適だ

と判断しました。固有のアプリケーシ

ョンやOSに依存した冗長化では、構

成が複雑になってしまい、問題が発生

したときに原因を切り分けることが困

難になります。そうしたトラブルを回避

して、安定したHAクラスターを実現す

る上でも、LifeKeeperにしておけば、

WindowsでもLinuxでも冗長化を容

易に実現できると考えたのです。」

情報システムグループでは、ブレー

ドサーバーによる新しいシステム基盤

を構築するにあたって、Lo t u s

Notes/Dominoの冗長化構成につい

て検討を行った。その際に、Linuxで

の導入実績があったことから、その

Windows版も同様な効果が得られる

という期待があったという。

LifeKeeperがブレードサーバーで

稼働できる点と、LinuxとWindows

の混在環境も考えての選択だった。

ブレードサーバーとVMwareでの仮想化環境で
Lotus Notes/Dominoの可用性を高めるためにLifeKeeperを採用

ライトウェル(Lightwell:光が湧く泉を意味する言葉)は、住友重機械グループの一員として、ITソリュー

ションとサービスを提供している。企業における開発、生産から販売、サービスのシステム構築で培った

技術力と豊富なユーザ経験を背景に、企業が求める最適で実践的なソリューションを取り揃えている。同

社では、社内システムで利用しているVMware上でのLotus Notes/Dominoの可用性を高めるために、

サイオステクノロジーのLifeKeeper(Windows版)を採用した。

株式会社ライトウェル 様

導 入 目 的

社内システムで利用している「Lotus Notes
/Domino」の可用性を高めるため。
（顧客サービスの質を高めるため、自社シス
テムにおける冗長化の実践）
効 果

操作が明快でわかりやすく的確な設定がで
き、独自の作りこみにも柔軟に対応。
シンプルな運用で高い信頼性が得られるよう
になった。
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「MSCSは設定が面倒で、我々の部署

にも運用のノウハウがありませんでし

た。そうした比較検討の結果からも、

LifeKeeperが最善の選択だと考えた

のです。」と渡邊氏は補足する。

シンプルな操作とスクリプトによ
るプロセスの柔軟な管理も魅力

HAクラスターの構成を必要とする

システムは、ビジネスにおける信頼

性に関わる。それだけに、エンター

プライズレベルの高信頼性を実現す

るLifeKeeperは、情報システムグル

ープが求める機能と性能を実現して

いる。その導入の成果について、業務室

総務部　情報システムグループ　技師

山田康貴氏は、次のように評価する。

「LifeKeeperは、他のクラスターソ

フトに比べて、シンプルだと感じます。

操作が明快で、その動作もわかりやす

いので、我々の要求するサービスレベ

ルに対して、的確な設定ができました。

また、スクリプトによるプロセスの管

理を独自に作り込めるので、対象とな

るアプリケーションなどにも柔軟に

対応できる点も評価しています。」

同社の社内システムでは、ブレー

ド単体によるハードウェア障害でも、

OSやDominoなどのソフトウェア障

害でも、LifeKeeperが的確に正サー

バーから副サーバーへと切り替わる

動作を検証している。OSやアプリケ

ーションに依存しないHAクラスター

構成にした結果、シンプルな運用で

高い信頼性を得られるようになった。

今後は、LifeKeeperの機能をさらに

深く使い込み理解していくことで、

自社の経験と実績を高度な顧客サー

ビスとして提供する体制も整えてい

く考えだという。

※すべての商品名、サービス名、会社名およびロゴは、各社の商標、または登録商標です。 ※記載されている内容は全て著作権で保護されています。

管理サーバー

バックアップサーバーサービス/ハートビート用

障害発生時の動作 ハード障害（ブレード単体）時、ソフト障害（OS, DOMINO)時ともに、
LifeKeeperniにより正サーバーから副サーバーへ切り替える。

管理/ハートビート用
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■ 論理構成図および障害時切り替えイメージ
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業務室　総務部　情報システムグループ

グループリーダー 渡邊　哲氏

業務室　総務部　情報システムグループ

技師　山田康貴氏

業務室　総務部　情報システムグループ

技師　名島裕麿氏


